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　Scasonal　variations 　of 　pungent　and 　diterpene　contents 　in　the　small 　type　Japanese　ginger
喝‘Kin −

toki
”
（Zingiber　oMcinale 　var ．　rubens 　MAKINo ）were 　studied 　by　HPLC ．

　The　amounts 　 of 　pungents ［6−gingerol（6−G ），
8−gingerol（8−G ）and 　10−gingerol（10−G ）】and

diterpenes［（E ）−8β，17−epoxylabd −12−ene −15，16−dial（1）and 　ga［anolactone （II）］in　the 　unripe 　child −

rhizomas 　harvested　in　June　 and 　 August　 were 　 smail ，　 which 　reached 　their　maxima 　 in　 October
− December ，　 The 　pungent　compound 　content 　of 　mother −rh 正zoma 　did　not 　change 　much 　through−

out 　the　year ：it　remained 　at　its　high　level　frorn　Apri1（planting　period）to　October，　 The　amount

of 　diterpene　l　in　mother −rhizoma
，
　however ，　reached 　its　maximum 　in　Augus し

　Keywords − Zingiber　oX7icinale ； Zingiberaceae； Ginger ； ［6】−gingerol； ［8］−gingero1； 【101−

gingero1；　（E ）−8β，17−epoxylabd −12−ene −15，16・dial；　galanolactone； cultivation ；　quantitative　an 呷

a 里ysis；HPLC

　わ が国に お け る シ ョ ウ ガ は，大型 シ ョ ウ ガ （Zingiber　 offcinale 　 var ．　 macrorhizomum 　 MAKINO ） と小型 シ ョ ウ ガ

（Z 雌 c’ηα1ε vaL 　rubens 　 MAKINO ）
1＞

， あ るい は 便宜上 ， 加えて 中型 シ ョ ウ ガ に 大別されて い る
2），そ して ，古典漢

方 に お け る本来の 「生姜」 に は 在来 の 小型 シ ョ ウ ガ が 利用 され て きた もの と推論で き ，
こ の こ と は 「…尋常母薑 ノ 鮮

ナ ル 者 ヲ 為 。 良 ト不 。用 長崎 ノ 大薑…」 の 文面に 要約 され る も の で あ る
3）． ま た な か で も， 十分に 草齢の 達 した 根茎

（ひ ね し ょ うが ）を 努め て 薬用 「生 姜 」 に あ て よ うと した もの で あろ う4）．

　す で に 著者 らは ，大 型 シ ョ ウ ガ に 比 べ て 在 来の 小 型 も し くは 中型 シ ョ ウ ガ に は 大量 の ラ ブ ダ ソ 型 ジ テ ル ペ ソ が 含 ま

れ て い る点，そ して モ ノ テ ル ペ ソ の 含量 パ タ ーソ が若干異 な っ て い る 点 に つ い て 報告 し た
S・6）．

　今回，「生姜」 と 「乾姜」の 古書 に お け る収穫期の 若干 の 相違 に 注 目した．す な わ ち 「生姜」 は夏〜秋 に 収穫 し，

「乾姜 」 は 冬 に 至 っ て 後収穫す る か の ご と くに 表現 さ れ
7〕

，ま た た ん に 「子姜」 や 「母姜」 ある い は 「ひ ね し ょ うが 」

等の 根茎 の 草齢 に 関係す る用 語で 表 現 され て い る場合も多い ．そ こ で わ れ わ れ は シ ョ ウ ガ を 実際に 栽培 し， そ の 生育

状況 を 把握す る と と も に ，生 育 に 伴う主 要辛味成分 6−gingero1（6−G ），8−gingerol（8−G ），10−gingerol（10−G） な らび

に 主要 ジ テ ル ペ ン 成分 （E）−8β，17−epoxylabd −12−ene −15，16−dial（1）と galanolactone （II）の 季節変動に つ い て HP

LC を用 い て 検討 した もの で ある ．また実験材料に は わ が 国 で 古い 栽培歴 を 有 し，優良品種 と されて きた 小型 シ ョ ウ

ガ 「金時」 を 中心 に 検討 した．比 較参考品種 乏して は 四 国地 方で 蔬菜用 に 栽培 さ れ る 大型 シ ョ ウ ガ 「土佐
一

」 を用 い

て検討した．以下 こ れ らの 詳細 に つ い て 述 べ る もの で あ る．

材料 お よ び 方 法

1． 実験材料

小型 シ ョ ウ ガ 「金時」， 別名 ベ ニ種 （Z．　oficinate 　var ．　rubens ）
1》
は高知県窪川農協を 通 じ福島県 よ り栽培用 の 種芋 と

（30 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soolety 　of 　Pharmaoognosy

A c

5cm

o
5cm 5cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50m
　　　　　　　　　　 Fig。1，　 Seasonal　Forms 　of　Rhizome　of

‘‘Kintokl”Ginger

A ：April，　B ； June，　C ：August，　D ：October ．

1 ： Mother 　rhizome ，2； central 　rhizome
，
3 ：丘rst　rhizome

，
4：second 　rhizome ，

5 ： third　rhizeme 　and 　6：fourth

rhizome ．

して 入 手 し た （1989．　03），比 較参考用 の 大 型 シ ョ ウ カ は 窪川 に て 食用 に 栽培 さ れ る 品種，「土 佐
一

」 を用 い た．また

い ずれの 品種 も同
一

圃場に て 1年間馴化栽培 した 後，分析材料 と した もの で ある （1990．03〜1991．02）．

　 2． 栽培条件

　植え付け，施肥 等 の 栽培管理 条件 は 次 の とお りで あ る．

　2月 よ り元 肥 とし て 10a 当 り苦土 石 灰 100　kg，鶏糞 600　kg，ひ び き特 号 （多 木化学  ）160kg を 施 し，3 月 中

旬に 土壌の 消毒を 目的 と して 10a 当 り 50　kg の 臭化 メ チ ル 薫蒸剤 （日本化薬  ） で 処理 し た．4 月上 旬
〜

下旬に 床

幅 180cm
， 高 さ 20　cm の 短冊状 の 植 え 床を 作 り，「金時」 の 場合は 平均分 ケ ソ 3，2 個，平均重量 23　g の 種芋 を株

間 20cln， 畦幅 45　cm ，覆土約 5cm に て 定植 した．「土佐
一

」 は 平均分 ケ ツ 4．1個 ，平 均重量 170g の 種芋 を株間

30cm，畦幅 70　cm の 条件で 定植 した．ま た ， 定植時に は 10a 当 り 60　kg の オ
ール マ イ テ ィ

ー （福栄肥料  ）を施

した． 5 月下旬に は中耕な ら び に 1 回 目 の 追 肥 と し て 80kg ／10a の 台 地 生姜ペ レ ッ ト （片倉 チ ッ カ リ ソ   ）を 施肥

し た．そ して 7月中旬に は 中耕，土寄せ ，敷 わ らの 設置な らび に 2 回 目の 追 肥 と して 30kg ／10a の 硫加燐安 066 （三

菱化成 工 業  ）を 施 し た．7 月下旬 に は 台風 に よ る倒伏防⊥Lの た め 防風 ネ ッ トを設置 した．ま た年間を通じて 特記す

べ き灌水処理、は 行わな か っ た，

（31 ）
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　3． 採取時期

　「金時」 の 根茎の 採取 ・分析は 4 月上 旬 （植付け期），6 月上 旬 （主茎形成期）， 8 月上 旬 （2 次茎形成期），10月下

旬 （
一

般収穫期），12月中旬 （葉部枯死直後）そ して 翌年 2 月下旬 （4 カ 月間恒温室保存），各15個体で 行い ，各分 ケ

ツ 根茎 は 土砂 お よび根を 除去 した 後，生育状況 に 応 じ て 種 芋，主 茎 な らび に 1 〜4 次茎 に 分配 して行 っ た．また 「土

佐一
」 は 10月 産 の み 分 析 した ．な お，翌 年 2 月 に 分析 し た 「金 時」 は 10月 に 収穫 し，恒温倉庫 （温度約 15°C ， 湿度

90％以上） に て 保存 し た もの を分析 した．また 4〜10月 ま で の 「金 時」 の 生育状況は Fig．1 に 示 した ，

　 4． HPLC の 定量方法

　各月に 採 取 した 新 鮮 根茎 は 外皮 （コ ル ク層）を 除 き飲片状 に 切断 した 後，そ の一部 （約 25〜50gx4 回）をただ ち

に 凍結乾燥に よ り処理 し，乾燥終 了 後 （約 16h ＞，粉砕機 に よ り 200μm 以 下の 粉末と し た ．こ の 試料粉末 100　mg

を 20m1 の サ ン プ ル 瓶 に 秤量 し，80％−MeCN を 10m1 加 え 40℃ で 30分間振撮 し た ，こ の 抽 出溶液は 10分聞の 遠
心 分 離 （3，500rpm ）を行い

， そ の 上 澄み を 0．45μm の フ ィ ル タ
ー

で 濾過 し，　 HPLC の 分析試料溶液 と した．　HPLC

の 試料注入量 は 適時 10〜20 μ1 で 行 っ た．その 他 の 定量条件ならび に HPLC の 測定機器 条件 の 詳細 は 前報 に て 開発

した 定量法 を 準用 した
6 ）．

　5． HPLC の標品

辛味成分 3種の 標品・6−gi・g … 1（6−G ），8−gi・g… 1（8−G ），10−gi・9… 1（10−G ）な らび ｝・ 2 種 の ジ テ ・レ ペ 城 分 （E ）−

8β・　17−ePoxylabd −12−ene −15，　16−dia1（1），9a旦anolactonc （II） は 前報 に て 単離精製 した もの を準用 した 6〕，

実　験　結　果

　1． 生 育状況

　4 月上 旬に 植 え 付け られ た 根茎 （Fig．1−A ）は 5月上旬に 地 中 よ り主茎を萌芽す るが， 1 な い し 2 本の 主茎を地上

に 展開す る の は 6 月上 旬 とな り（Fig．　1−B ）， そ の 地 下部根茎に はす で に 複数 の 1 次茎 の 幼芽 を 認め る，また こ の 時期

の 主茎地下 部の 肥 大は 緩慢 で あ り，一
見 し て ス ト ロ ン 様 に 伸長 し ， そ の 節 （node ）よ り多数 の 不定根を発生す る．8

月上 旬の 形態 は （Fig，1−C ），主茎か ら分 ケ ツ した 1 次茎 に 加え， 1次 茎 か らさ らに 分 ケ ツ し た 2 次 茎 を 有 し，一
部 の

個体 に は 未成熟な がら 3 次茎 を 認 め る、ま た 白色 の 根は 主 茎 お よび 1次茎 に 集中す る．10月 下旬 （Fig．1−D ）は 高知

に お け る シ ョ ウ ガ の 一般 的な 収穫期 で あり， その 根茎 は わ ずか 2 カ月 間 で著しい 生育 （分 ケ ツ ）が認 め られ ，

一
次 と

2 次の 根茎 は 8 月産に 比 し て 十分 に 肥 大 生長 し，また 充実 した 3 次 茎 な らび に 4 次茎 を 多 数 確 認 す る．

　12月中旬 に お い て は，栽培圃場 （高知 県窪川） に 霜が降りる時期で ある と ともに，地上葉部は 低温 の た め 徐 々 に 立

ち枯融を 開 始す る．こ の 12月 の 根茎 の 生育状況 （測定値）は TABLE 　I と TABLE 　II に 示 され る ご とく，10月 産 に

比 べ
， もは や 明確な生長は認め られな い ，

TABLE 　I，　 Branching 　Number 　and 　Weight 　of 　a　
“Kintoki”Ginger　Rhizome 　in　October

Measuring 　item Motherrhizome Branching　rhizome

Central lst 2nd 3rd 4th 5th

Branching 　number

Branching 　weight （9）
Weight 　distribution（％）

3，07

．67

．3

工．75
．53

．0

4．19

．511

．3

10，99
．132

．2

18，46

．337

．2

7，23

．17

，2

2．71
，91
．6

These　vaIues 　showed 　the　average 　of 　I　5　pl興nts ，

TABL 月 II．　 Branching　Number 　and 　Weight　of　a
“ Kintoki”Ginger　Rhizome　in　D   ember

MeaSuring 　item Motherrhizome Branching　rhizome

CentraI 1st 2nd 3rd 4th 5th

Branching　 numbcr
Branching 　weight （9）

Weight 　distribution（％）

2，98

．77
．7

L65
．92

，9

4．010

．512
，8

9．99
．528

。7

18．76

．537

．0

8．14
．09

．9

3．01

．41

．1
These 　values 　showed 　the 　average 　of 　15　pa］nts ．

（32 ）
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TABLE　III．　 Seasona1　Dryness 　Factors（％）of ‘
“Kintoki”Ginger

Rhizome 　name Apr ． Jun ． Aug ． Oct． D   ． Feb ．

Mother　rhizome

Central　rhizome
First　rhizome

Second 　rhizome

Third　rhizome

Fourth 　rhizome

14．70 15．294

．77

15．725
．364

．594

．34

16．6221

．4921

，9321

．1521

．8219
．74

19．4825

．5526

．9027

，2727
，9125

．31

18，3122

．0121

．3624

．3824
，3421

．52

（v、［

0，05

〔
°t，｝

0，05

npr．

B
亅凵n． 圸 口， Oct， Oo¢ ， Feb，

t’J，】

o，a5

 

0．05

（
°i、）

o．D5

（
”
t，）

O，05

亅畍 ． A凵 目． 囗ct． Deじ． Feb，

o

0

　　　　　　　　　　　　　　・’・ ：・
几閧9．　　　　　　　　　Oot．　　　　　　　　　Dg 瑠．

　　　　　　　　　　　　　　，．・5：ヒ

　 　 　 ・ ：・’・：
F帥 ，

　　　・；：：ヒ：，
舳 9． Oct． Dec、 Feb．

［

．、　．、L．，、■L ・齟　　　　　　　　　　　　　　　　　．、．　　　　　　　　　　　　　　　　　，亨，P，．
Oct． 0肌 ． F曲．

F　 嬲 ：6・6

■ ：8−G

驪 ：10・6
：髀 ； 1：卍：：：： iiiiiiil

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Oct．　　　　　 Oe6，　　　　　 Feb，

Fig，2．　 Seasonal　Variation　of 　Gingerols （6−G ，
8−G 　 and 　 10−G ）Contents （％）

　　　　in‘」Kintoki ，，
　Ginger（per　fresh　weight ）

A ： Mother 　 rhizome ，　 B ： central 　 rhizome
，
　C ： 且rst　rhizome ，　 D ： second

rhizome ，　E ：third　rhizome 　and 　F ：fourth　rhizome ．

　す な わ ち，日本南 西部 （四 国地方） の 気候条件下 で シ ョ ウ ガ の 生育は 5月 の 萌芽 に 始ま り12月中旬の 地 上 部 の 枯死

（た ち枯れ）に 終 わ るが，薬用 部の 根茎 の 生育 は，すで に 10月 ごろ に 最大に 達 し て お り ， 11〜12月 の 閭 は 根茎 の 新 た

な分ケ ツ ）t あ るい は 根茎 の 肥大生長は 行わ れ な い もの と判断 さ れ る．また 別 に ，10月 よ り翌 年 3月 ま で 地中か ら掘り

起 こ す こ と な く圃場 に 放置された 根茎 は 1 月上旬〜2 月中旬の 時 点で すべ て 桔死 し，通常 の 気象条件下で は 越冬不 可

能で あ る こ とを示 した ．

　2． 「金時」の 辛味成分含量 の 変動

　根茎 の 乾燥収率 （乾燥歩留 ： 100 × 凍結乾燥終 了 時の 重量／新鮮重量）は 収穫期 な らび に 分 ケ ツ 部位に よ り変動す る

（33 ）
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o．25

O．25

Jun． Allg． 0匚t， D巳c． Feb，
】 0

Aug． Dct， Dec． Feb．
1．〕

5
D

（
eJ、）

0，25

0，25

直凵9， a ：t， Dec， Feb．

Oct， Dec， Feb．
1。1

F
5 嬲 II

■ 皿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 00t，　　　　　　0已c，　　　　　　Feb「
Fig．　3．　 Seasonal　Variation　of　Diterpenes（I　and 　I正）Contents （％）in

‘‘
Kintoki”

　　　　Ginger （per　fresh　weight ）

A ： Mother 　rhizome ，　B ：central 　rhizome ，　C ： 負rst　rhizo 皿 e，　D ： second 　rhizome ，
E ；third　rhizome 　and 　F ；fourth　rhizome ．

点 （TABLE 　III）， また 「生姜 」 は 元来新鮮な シ ョ ウ ガを 用 い る こ とか ら，各成分 の 定量値 はす べ て新鮮重量当 りの 含

有率 （％） と し て 求め Fig．2 に 示 した ．

　種芋に お け る辛味成 分 （6−G ，
8−G ，　10−G ）の 季節変動は 顕著 で は ない が ， 12月以降に わ ずか なが ら 6−G は減少す る

傾向に あ る もの と推察され る （Fig．2・A ）．主茎 に お い て は，四季 を 通 じ て 明 確な 変動 を 認め な い が，各分 ケ ツ 根茎

（全収穫期） の な か で 最 も辛味成分量 の 少 な い 根茎 とい え る （Fig．2−B ）． 1次茎 お よ び 2 次茎の 辛味成分 は 両者 と も

に 類 似 した 挙 動 を 呈 し，と くに 8 月 の 未成 熟 の 根茎 は 主茎 に 次 い で 辛味含量 は 少な く， その 後成分含量 は 10月に急増

し最大値を示す．そ し て 12月 以降の 含量は ほ ぼ一
定 とな る （Fig．2−c，　D ）．3次茎 お よ び 4 次茎 は 8 月以降に 短期間

（約 2 カ 月 ）で 形 成 され た 根茎 で あ る が，そ の 辛味成 分含量 は 10月 に お い て す で に 十分高 く， 1 次茎 お よ び 2 次茎 と

同様 に ， 10月〜翌年 2 月 の 間は最高値を ほ ぼ一定に 保 つ （Fig．2・E ，
　F ）．

　3． 「金時」の ジ テ ル ペ ン成分含量の 変動

　成分 1 と II の 含有 量 は 前 述 の 観 点 か ら 同様 に ， 新鮮重量当 りの 含有率 （％）と して 求め ，
　 Fig．3 に 示 し た．

　種芋 に お け る ジ テ ル ペ ソ 成分 1 と II の 季節変動 は Fig．3−A に 示 すが ， ジ テ ル ペ ソ の 変動 は 成分 R こ お い て 顕著で

あ り， 植え付け期 4月 か ら草齢 に伴 い 徐 々 に 増加 し 8月 に 最大値を示 し，それ 以降は 徐 々 に 減少す る．ま た 成分 II
は 明確 な 季節変動を 認 め な い が ，後半 ， わ ず か に 減少傾向を示す．主茎 に お ける成分 1 の 変動 は （Fig．3−B）．4 月 よ

り成熟に 伴 い 徐 々 に 増加 し，1O月に 急増 し最大値 に 達 した後，草齢に 準 じ減少 した ，と くに ， 主茎 に お け る成分 1 の

含量 は主 辛味成 分 6−G とは 逆 に ，各分 ケ ツ 根茎 （全採取期）の 中で 最も高 い 値を 示 す．また，成 分 IIの 変化 は 不 明

瞭 で ある が，10月 以降〜翌 年 4 月 まで 草齢に 伴 い わ ずか なが ら増加す る成分と推察 され る． 1次茎 な らび に 2 次茎 の
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TABLE　IV．　 Pungent　and 　Ditcrpene　Contents （％）per　Fresh　Weight 　of 　
“Tosaichi”Large　Ginger　in　October

Rhizome 　name 6，G 8−G 10−G 1 II Dry，　Fact．

Mother　rhizome

Central　 rhizome

First　 rhizome

Second　rhizome

Third 　rhizome

Fourth 　rhizome

0．0630

．0540

．0580

．0570

，0620
．063

0．OllO

，0070

．0080

．0080

，0090
，010

0．Ol60

．0100

．0120

．0130

．　O工40

，015

0．0380

．0490

，0340
．OI30
．0090

．007

0．0040

．0040

．0020

，001tracetrace

6，89％

9．85％

9，75％
9．90％

10．07％
10，02％

成分 亘は 未成 熟な時期 で あ る 8 月に お い て 最小 の 値を示す が，10月に 急増し，12月 で は最高値に 達 し，翌 2 月 で は わ

ずか に 減少す る （Fig．3−C，　D ）．さ らlc， 3 次茎 お よ び 4次茎 に お い て も 1 次， 2次茎 とほ ぼ 同様 の 成分変動 を示 し

て い る （Fjg．3−E，　F）．ま た 1次茎〜4 次茎 に お け る成分 II の 変動 は 主 茎 と 同様に 翌年 4 月，種芋 とな る ま で 微量 な

が ら増加す る 成分と推察され る が，含有量が 微量 の た め ， 正確 な 判断 は で ぎな い ．

　4．　「土佐一
」 の 成分含量の 変化

　「土 佐
一

」の
一

般的収穫期 で あ る10月 の 辛味成分 な ら び に ジテ ル ペ ソ 成分 の 各分 ケ ツ 根茎 （部位）別 の 含有量を参

考 ま で に TABLE 　IV に 示 し た ．

　10月産 「土 佐
一

」の 各分 ケ ツ 根茎 （部位） に お け る辛味成分 の 変動 は 明確 で は な く，す べ て の 根茎が 同程度 の 辛味

性を有す る もの と判断で ぎるが，主茎 は 「金時」 と同様 に わずか なが ら辛味性 が 弱い よ うで あ る．一方，ジ テ ル ペ ソ

成分に お い て は ，成分 1 と II の 含 量 は 「金 時 ∫ に 比 べ て 明 らか に 微量 （1／5〜1／10以下）で は あ る が，こ れ らの 部位

別 の 成分含量 は，主茎 の 含量を最大値 と し ， 次い で 種芋 そ して 1次茎 の 順に な り，初期 （6 〜8月 ま で ） に 形成 され

た 根茎に 比較的多く含 まれ る こ とを示 し て い る．そ して 成分 1の 含量 が主 茎に 最 も高い 点 は 「金時」 と共通す る性質

で あ る．

考察および 結論

　本草書 に 記載 され る収穫期 の 違い （夏期〜冬期），ある い は慣習 で 用 い られる 「ひ ね し ょ うが ， 老楓 古根，母 姜」

等， 基本的に は 根茎 の 草齢 ・生 育 に 基 づ く問 題 に つ い て ，成 分面か ら在来 の 小型 シ ョ ウ ガ を 用 い て 検討 した 結果，ま

ず生育面 か ら，夏期 6月あ るい は 8 月に 収穫 さ れ た 未成熱の 根茎 （子 姜 ： 主茎〜2 次茎 ） と地 上 部 の 枯死 した 成 熱根

茎 （12月収穫の 子 姜 ： 主茎〜4 次茎） を 比較す る と，未成熟根茎 の 辛味成分ならび に ジ テ ル ペ ン 成分含量は 成熟根茎

に 対し てか な り希薄 （2／3〜1／4程度）と判断で ぎ，成分含量 の 面で は 10〜正2月，す なわ ち 秋〜冬 に か けて 最 も充実す

る と結論 で ぎる．

　一方，「ひ ね し ょ うが 」に つ い て は ，す で に 地上部の 枯死 し た 12月 以 降の 子姜 を 含め て 「ひ ね 」 と表現 されて い る

もの であるか ，あ る い は 狭義 に 子姜を 形成 した 「母 姜 （種芋）」 の み と解釈すべ きか に 問題 を 残すが，い ずれに し て

も， 10月 以 降 の 子 姜 （主 茎 を 除 く） と母姜 （種芋） に お ける gingero1 類 の 含有量 は 両老 と もに 同 等と結論で きる も

の で あ っ た ．ま た ジ テ ル ペ ソ 成 分 1に おい て は 含量 の 変動が 若干見受けられ る も の の ，基本的 に は 10月以降の 子姜 と

そ の 年度の 10月まで の 母姜 （種芋）もまた 両者ほ ぼ同等と判断す る もの で あ る．

　た だ し，主 茎 は 他の 根茎 と若干性質を 異 に し，成 分面 で は ，gingerol 類 は 四季を通 じ て 低含量に 留ま る の に 反 し

て ，
ジ テ ル ペ ソ 成分は 全根茎 の なか で 最 も高 い 含有率 を示 す．

　した が っ て ， 日本漢方で い う 「ひね し ょ うが ・生姜」 は 少な くと も成分含量 の 高い 根茎 を 求め て い る もの と判断で

きる。

　な お，現在 ， 在来 の 小型 シ ョ ウ ガ に 高含量 で 含まれ る ジ テ ル ペ ソ 成分 1 の 薬理 活性 に つ い て 検討 を 深め て お り，こ

の 点 に つ い て は 機会 を 改め て 公表す る 予定 で ある．

　謝 辞 ； 高知 で の シ ョ ウ ガ の 栽培 に 関 して は 清水 紀道氏 に 深 く感謝す る と と もに ， 栽培品種 の 種 芋 の 供給に ご 協力

い た だ い た窪川農業共同組合の 山脇唯雄氏 に 深謝い た し ます．
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